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●教育雑誌の編集者になってすぐのころ､ 上司

が隣の机で原稿を読みながらつぶやきました｡

｢○△先生でさえ､ 『親を指導する』 と書いちゃ

うんだなあ｣｡ 指導したくなるような親がいる

のは確かですが､ そのような態度で接したら､

マイナスの効果が大です｡ 特集１を読んでいる

と､ ｢子どものために｣ という視点をキープし

て親とかかわると､ 親との協力がうまくいくこ

とがわかります｡

●選択理論で特に興味深く感じたのが ｢イメー

ジ写真｣ です｡ 人は､ 自分の基本的欲求を満た

してくれる人や物などを､ あたかも写真のよう

に脳に記憶しているそうです｡ 自分のイメージ

写真を相手から大切にされると心地よく､ 否定

されるとひどく傷つきます｡ ｢この子は､ どん

なイメージ写真を持っているのかな｣ と想像し､

それを尊重しながらかかわると､ 子どもと良好

な関係が保てそうです｡ ���
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いじめ対応の基本は早期発見・早期対応｡

しかし､ どうしても大人の目からは見え

づらいものです｡ 次号では､ 経験豊かな

先生方の､ 様々な ｢いじめを見つけ出す

工夫｣ を紹介していきます｡
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学校内や地域の教師仲間での小さな勉強

会は学び以上に元気をくれるという先生

方のご経験を､ 内容や会を始めるための

ノウハウとともにお伝えします｡
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